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現代宗教研究
第54号 再　校 　　月　　日

一
、
問
題
提
起

　

現
代
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
対
策
が
不
充
分
な
状
況
が
後
を
絶
た
ず
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
自
然
災
害
が
頻
発
し
、

人
間
社
会
の
脆
弱
さ
を
露
呈
し
て
い
る
。
そ
の
予
知
で
き
な
い
自
然
の
猛
威
は
、
突
然
、
人
々
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
社
会
的
な
不
安

の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
大
き
な
社
会
環
境
の
激
変
に
よ
り
、
人
心
の
荒
廃
は
深
刻
な
事
態
に

追
い
込
ま
れ
、
改
善
の
道
す
ら
探
る
す
べ
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
こ
そ
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の
実
情
に
敏
感
に
対
応
し
、
寺
院
の
社
会
的
役
割
、
宗
教
者
と
し
て
「
救
済
の
理
念
」
の
実
践
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
防
災
意
識
は
い
ま
だ
「
他
人
事
」
で
あ
り
、
危
機
に
陥
っ
た
場
合
の
心
的
衝
撃
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
ず
事
前
対

策
と
し
て
、
日
頃
か
ら
社
会
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
で
思
考
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
は
、
災
害
を
防
ぐ
『
防
災
』
と
い
う
概
念
が
柱
と
な
っ
た
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
行
政
を
中
心
と
す
る
防
災
体
制
の
見
直
し
、

広
域
応
援
協
定
等
支
援
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
防
災
対
策
を
主
と
し
て

研
究
・
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

─
あ
な
た
の
お
寺
の
日
常
を
見
つ
め
な
お
す
─

備
災
Ｐ
Ｔ　

石
原
顕
正　

河
﨑
俊
宏　

成
田
東
吾
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担
っ
て
き
た
関
係
者
と
、
一
般
市
民
と
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い
る
、
災
害
に
対
す
る
意
識
や
認
識
の
ズ
レ
が
原
因
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
防
災
は
、
研
究
領
域
と
し
て
専
門
家
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
情
報
内
容
が
一
般
社
会
へ
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
反
応

が
複
雑
で
あ
る
と
の
懸
念
が
、
社
会
に
生
き
る
人
々
の
危
険
認
識
の
発
達
を
阻
害
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
中
で
危
険
要
因
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
ら
ず
、
た
と
え
大
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
、「
そ
れ
は
他
人
事
」

「
自
分
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
」
と
し
て
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
は
依
然
と
し
て
一
時
的
に
し
か
す
ぎ
ず
、
時
間
と
共
に
次
第
に
世

間
の
記
憶
か
ら
薄
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

近
年
、
政
府
や
地
方
自
治
体
の
防
災
対
策
は
、
国
民
一
人
一
人
に
自
己
対
策
を
求
め
て
お
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
予
想
し

う
る
災
い
か
ら
日
常
生
活
の
基
盤
と
わ
が
身
を
守
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」、
一
人
一
人
が
わ
が
身
の
命
を
守
り
生
き
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
命
を
守
り
生
か
す
こ
と
を
念
頭
に
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
生
き
延
び
る
た
め
の
『
備
災
』、
災
い
を
軽
減
す
る
『
減
災
』
へ
の
取
り
組
み
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。

　

災
害
に
遭
う
と
、
必
ず
何
ら
か
の
被
害
が
生
じ
る
。
残
念
な
が
ら
災
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
特
効
薬
は
な
い
。
私
た
ち
自

身
ど
こ
か
で
「
自
分
に
は
あ
り
え
な
い
事
」「
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
」「
そ
の
時
に
考
え
れ
ば
良
い
」
と

思
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
あ
り
え
な
い
事
態
に
「
ど
う
対
処
す
べ
き
か
」、
事
前
に
考
え
る
よ
う
な
前
向
き
な
姿
勢
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
災

害
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

・
災
害
と
は
、
自
然
災
害
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

　

・
長
年
住
み
慣
れ
た
お
寺
の
立
地
・
地
形
・
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

・
突
然
の
事
態
に
お
い
て
、「
ど
う
行
動
す
べ
き
か
」
を
想
像
し
て
み
る
。

05-01　備災ＰＴ.indd   216 2020/07/09   15:26



217

安全で安心なまちづくり（備災ＰＴ）

二
、
災
害
の
種
類 

　

・
危
機
、
不
測
の
事
態

　
　
〈
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
地
球
レ
ベ
ル
〉

　
　

人
の
死
傷
、
物
的
損
壊
、
財
産
喪
失
、
組
織
の
打
撃

　

・
組
織
内
の
経
営
（
労
働
争
議
、
労
働
災
害
）

　

・
組
織
外
と
の
関
係
（
商
品
の
欠
陥
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
）

　

・
産
業
災
害
（
爆
発
、
火
災
、
危
険
物
流
出
、
原
発
事
故
）

　

・
自
然
災
害
（
地
震
、
台
風
、
水
害
、
噴
火
、
津
波
）

　

・
犯
罪
（
テ
ロ
、
脅
迫
、
誘
拐
、
凶
悪
犯
罪
）

　

・
そ
の
他
（
戦
争
等
の
国
際
問
題
）　

　

※
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感
染
症
、
被
爆
へ
の
脅
威 

　

こ
の
中
で
、
我
々
は
様
々
な
自
然
災
害
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

・
大
規
模
地
震
→
大
規
模
火
災
、
津
波

　

・
台
風

　

・
豪
雨

　

・
竜
巻

　

・
噴
火
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三
、
事
前
準
備
と
し
て
ま
ず
し
て
お
く
べ
き
事

　

・
非
常
時
に
持
ち
出
す
物
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。

　
　

過
去
帳
・
ご
本
尊
・
尊
像
・
寺
宝
な
ど
の
確
保
や
保
管
の
方
法
を
決
め
て
お
く
。

四
、
地
震
に
つ
い
て
考
え
る

㈠
、
地
震
発
生
の
瞬
間

　
「
い
つ
、
ど
こ
で
」
遭
う
の
か
。
そ
の
時
、
わ
が
身
の
命
を
守
れ
る
か
。

　
〈
お
寺
か
〉　

就
寝
中
、
朝
勤
中
な
ど

　
〈
出
先
か
〉　

車
の
中
、
電
車
の
中
、
繁
華
街
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
映
画
館
な
ど

〈
パ
ニ
ッ
ク
発
作
〉

　

人
間
の
身
体
に
あ
る
「
火
災
報
知
器
」
の
よ
う
な
も
の
。

生
命
の
危
機
を
早
く
感
知
し
、
警
告
を
発
し
た
状
態
。

例
）
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る
。
汗
が
で
る
。
身
体
の
震
え
。

　
　

息
苦
し
さ
、
ま
た
は
息
が
切
れ
る
感
じ
。
窒
息
す
る
よ
う
な
感
じ
。

　
　

胸
痛
、
ま
た
は
胸
が
苦
し
い
感
じ
。
吐
き
気
、
ま
た
は
お
腹
が
苦
し
い
感
じ
。

　
　

め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
。
周
り
が
現
実
で
な
い
感
じ
。

　
　

気
が
狂
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
恐
怖
。
死
ぬ
こ
と
へ
の
恐
怖
。
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感
覚
神
経
が
麻
痺
す
る
感
じ
。
冷
感
ま
た
は
熱
感
。

　

※
こ
う
し
た
こ
と
は
、
人
間
に
備
わ
っ
た
正
常
な
反
応
で
あ
る
。

　
　

そ
の
時
、
あ
な
た
は
、「
何
を
」
す
る
か
。「
何
が
」
出
来
る
か
。

㈡
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

　

わ
が
身
の
安
全
を
確
保
で
き
る
場
所
へ
移
動
す
る
（
帰
宅
困
難
の
場
合
も
想
定
す
る
）。

　

周
囲
の
状
況
を
把
握
し
、
対
処
行
動
を
は
じ
め
る
（
周
囲
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
こ
と
）。

㈢
、
安
否
確
認

　

寺
族
、
親
族
の
安
否
確
認
（
離
れ
て
い
る
場
合
の
確
認
方
法
を
事
前
に
決
め
て
お
く
）。

㈣
、
被
害
状
況
の
把
握

　
〈
屋
内
〉

　

 　

建
物
の
状
態
を
見
て
、
全
壊
ま
た
は
倒
壊
の
危
険
が
な
い
か
、
安
全
が
確
保
で
き
る
か
、
他
の
場
所
に
避
難
が
必
要
か
を
判
断
す
る
。

　

 　

 

特
に
堂
内
の
場
合
、
荘
厳
具
・
仏
像
・
位
牌
・
宮
殿
・
厨
子
・
天
蓋
・
憧
旛
・
燈
籠
・
鏧
子
・
鳴
物
台
な
ど
の
転
倒
、
落
下
を
点
検

す
る
。

　
〈
境
内
・
墓
地
〉

　
　

石
碑
・
石
燈
籠
・
墓
石
・
山
門
・
鐘
楼
・
塀
の
倒
壊
。

㈤
、
情
報
収
集
に
つ
い
て

　

可
能
な
限
り
早
め
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
情
報
を
収
集
す
る
。

　

固
定
電
話
・
携
帯
電
話
な
ど
は
不
通
に
な
る
（
携
帯
用
伝
言
ダ
イ
ア
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
は
可
）。
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正
確
な
情
報
に
よ
り
的
確
な
判
断
を
す
る
（
デ
マ
や
憶
測
に
対
す
る
情
報
精
査
を
す
る
）。

　

可
能
な
範
囲
で
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
で
周
囲
の
状
況
や
檀
信
徒
の
安
否
を
確
認
す
る
。

㈥
、
避
難
に
つ
い
て

　

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
を
用
い
て
荷
物
を
背
負
い
、
両
手
を
あ
け
る
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
帽
子
で
頭
を
保
護
し
、
ひ
も
で
締
め
ら
れ
る
靴
を
履
く
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
長
い
杖
や
棒
な
ど
で
、
側
溝
や
穴
な
ど
を
点
検
し
な
が
ら
歩
く
。

㈦
、
二
次
災
害
に
つ
い
て

　

 

地
震
災
害
の
場
合
、
他
に
避
難
す
る
際
は
津
波
の
危
険
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
火
災
が
発
生
す
る
な
ど
の
、
二
次
災
害
が
発
生
す

る
こ
と
も
考
え
る
。

 　

 

大
規
模
地
震
で
は
、
都
市
部
や
市
街
地
で
は
、
広
域
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
し
、
大
規
模
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
努
力
を
す
る

（
寺
院
や
近
隣
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
こ
と
が
肝
心
）。

五
、
風
水
害
に
つ
い
て
考
え
る

　

風
水
害
は
地
震
と
異
な
り
、
予
め
危
険
予
測
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
気
象
情
報
な
ど
か
ら
早
め
に
対
処
を
す
る
。

　

は
じ
め
に
、「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
対
象
者
は
速
や
か
に
避
難
を
開
始
す
る
。
次
に
、「
避
難
勧

告
」
が
発
令
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
す
る
（「
避
難
指
示
」
は
最
後
通
告
）。

　

避
難
準
備
情
報
な
ど
情
報
が
細
分
化
さ
れ
る
た
め
、
判
断
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
危
険
が
感
じ
ら
れ
た
場
合
に
は
自
主
避
難
す

る
こ
と
も
考
え
る
。
浸
水
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
避
難
は
危
険
で
あ
る
た
め
、
水
深
が
腰
の
高
さ
に
迫
っ
て
い
た
ら
、
自
宅
の
二
階
や
高
台

で
救
助
を
待
つ
。
水
深
が
深
く
な
れ
ば
、
自
動
車
は
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
る
た
め
、
車
で
の
避
難
は
早
め
に
開
始
す
る
。
大
雨
や
、
河
川
の

05-01　備災ＰＴ.indd   220 2020/07/09   15:26



221

安全で安心なまちづくり（備災ＰＴ）

氾
濫
に
よ
る
、
土
砂
崩
れ
、
土
砂
流
入
の
危
険
個
所
を
事
前
に
把
握
し
、
最
大
限
の
対
処
を
し
て
お
く
。

六
、
お
わ
り
に

　

以
上
幾
つ
か
の
場
合
を
考
え
て
み
た
が
、
最
後
に
備
災
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
言
葉
を
示
し
て
お
く
。

・〈「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓
〉

　

 　

津
波
の
時
は
、
家
族
の
こ
と
も
構
わ
ず
に
各
自
が
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
高
台
へ
避
難
す
る
精
神
は
「
自
分
だ
け
が
助
か
る
」
の
で

は
な
く
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
延
び
て
、
生
き
て
再
会
で
き
る
よ
う
に
」
と
い
う
言
い
伝
え
で
あ
る
。

・〈
誰
か
を
待
っ
て
い
た
り
、
迎
え
に
行
か
な
い
〉

　

 　

寺
族
が
バ
ラ
バ
ラ
で
被
災
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
台
に
避
難
し
再
会
で
き
る
こ
と
を
事
前
に
約
束
し
て
お
く
こ
と
。

・〈
─
東
京
防
災
─
〉

　

今
や
ろ
う
。

　

三
〇
年
以
内
に
七
〇
％
の
確
立
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
、
首
都
直
下
地
震
。

　

あ
な
た
は
、
そ
の
準
備
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
、
小
さ
な
備
え
が
、
あ
な
た
を
守
る
盾
に
な
る
。

　

人
は
、
災
害
と
戦
え
る
。

　

今
や
ろ
う
。
災
害
か
ら
身
を
守
る
全
て
を
。

　

防
災
は
、
大
き
な
被
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
備
え
る
こ
と
。

　

備
災
は
、
い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
き
を
考
え
、
役
立
つ
知
識
を
持
つ
こ
と
。
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
寺
院
が
避
難
所
と
し
て
多
く
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
多
く
の
「
命
」
を
寺
院
が
で
は
な
く
、
寺
院
を
含
め
た
地

域
の
人
の
つ
な
が
り
が
「
命
」
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。
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―大切な命を自ら守り、他の命をも守り生かすために－

お寺の役割

→ 寺族会議のすすめ

現代社会に於いて、お寺には災害時をはじめ社会的困難に対する

救済の実践が求められ、地域の防災資源として、さまざまな役目を

果たすことが改めて期待されています。さらに教師や寺族が防災や

支援に関する知識や実践方法を身につけ、被災時のリーダー的存

在になることが求められています。

災害時には、住職、教師をはじめお寺にいる寺族全員の理解

と協力が不可欠になります。事前に住職・寺庭婦人・寺族で話

し合いをして、災害時の対処をあらかじめ話しあっておく必要が

あります。お寺は、災害時にも頼られる存在であるということを忘

れてはなりません。

寺族会議は、災害に備えるためのお寺としての第一歩である

ことを認識しましょう。
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      寺族会議で備える 

    被害を最小限にとどめるために備えておきましょう 

 
 
 
   □ 緊急時では固定・携帯電話は不通となることを予期し全員の安否確認方法を 

 考えておく。 

 

 

   □ 緊急時に護持すべきご本尊・仏像を移動／格護する場所を特定しておく。 

   □ 過去帳・檀信徒名簿など重要書類。（過去帳や名簿はバックアップをとっておく。） 

   □ 非常持ち出し品チェックリストを作成しておく。 

 

 

   □ 倒壊、ガラスの飛散、屋根瓦などの落下の危険があるところの確認。 

・本堂・客殿・庫裏・諸堂・山門・鐘楼・塀など。 

・境内・墓地：石碑・墓石・燈籠など。 

 

 

   □ 仏像・位牌・天蓋・幢幡・燈籠等、転倒、落下の危険があるものの確認。 

・鏧子・鳴物台など転倒、仏具が散乱することが多い。 

・被災後の現状復帰に向けて写真を撮っておくと効果的。 

・転倒・落下防止のため滑り止めシートなどを用いて防止策を講じる。 

 

 

   □ 日頃から地域との連携をはかり、非常時の連絡体制を確立しておく。 

   □ 近隣寺院や日青会など 日頃から連携を諮る。 

   □ 檀家さんと連絡を取り合う方法を確立しておく。 

   □ 周囲の地形や特徴を把握し、危険個所を事前に把握しておく。 

   □ お寺から指定避難所までのルートを確認しておく。 

   □ 地域の主要機関連絡先（市役所・病院など）を把握しておく。 

 

 

   □ 火災報知器、消化器、救急箱等の確認しておく。 

   □ 消化器の使い方、応急手当の方法を把握しておく。 

防災 事前確認 

安否確認 

非常持ち出し 

境内建物の点検 

堂内の点検 

情報収集 

防災用具の点検 
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  “お寺”を守る 

 お寺を守るための行動を考えましょう 

 
 

 ■ 被害状況の把握、情報収集 

    ・ 被害状況を把握し、迅速な復旧を目指せるようにする。 

    ・ 地域の人々と連携をとる。 

    ・ 危機対応能力のある人材（マンパワー）を確保しておく。 
 

 ■ お寺として、何ができるのか。 

    ・ 社会の求めに応じる覚悟や心構えを相談しておく。 

    ・ オープンスペースとして境内・駐車場を解放するのか。 

    ・ お寺は避難者の受入が可能かどうか。 

    ・ お寺をどこまで解放するのか。 

    ・ 地域住民への一時避難所や支援ボランティアの拠点として機能するのか。 

    ・ 物資の提供はできるのか。 

   備品などの数量や保管場所を確認しておく。 

   「ローリングストック法」で備蓄（食品や日用品を少し多めに購入し、日常の中で補充）する。 

    ・ 寺族の居住スペースの確保。 

   寺族の暮らしを確保するために、それぞれの役割分担をどうするのか。 

 

 ■ 被害状況や公的避難施設の状況によっては、避難や支援が長期化することも予想される 

    ため、寺族に対する精神的ストレスや経済面での負担も覚悟しておかなければなりません。 

社会への対応 

※重要事項記入欄 

zzzzzzzzzz 
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緊急連絡先一覧
寺族

名 前 携帯番号 勤務先・学校名 電話番号

行政・地域・宗門関係他

＜被害を受けたら管区宗務所（災害対策支部）へ＞

大規模災害時に関わらず、地震や豪雨・竜巻など自然災害の被害を受けた寺院は、

管区宗務所へ被害状況を報告しましょう。

機 関 名 称 電話番号 備 考

行政・地域

電気

ガス

水道

医療機関

宗門関係
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